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会社紹介

会社概要
会社名
住所

設立
代表

日本BCP株式会社
東京都千代田区神田東松下町48番地
大阪府堺市中区深井東町3099番地
2017年9月1日
代表取締役社長 角谷 育則

資本金
従業員数
事業所数

1億4,700万円（2022年10月末現在）
200名
全国9か所（2022年1月現在）

主な事業内容
1.災害に対応するための石油燃料の備蓄及び非常用車両の手配
2.非常用発電機の導入施工、点検メンテナンス
3.ガソリン、灯油、軽油、重油その他石油製品の輸入・販売
4.防災・BCP対策用品の販売

経営目的

総合防災・減災企業として命をつなぐサービスを増進する



会社設立の経緯

東日本大震災を契機に

「東日本大震災」発生後、内閣府からの要請により、当社の親会社にあたるシューワ株式会社で灯油巡回
販売中のタンクローリー9台を派遣しました。
約3ヶ月間の復旧活動を経て企業の事業継続を支援する目的で、シューワ株式会社に「BCP事業部」を発足。
2017年9月1日に「防災の日」に合わせて日本BCP株式会社を設立しました。



災害時における活動実績

2011年3月 東日本大震災
内閣府からの要請を受け、岩手県の品所に暖房用の灯油を供給し、被災者の皆様に
大変喜ばれました。また、瓦礫の撤去作業をおこなう建設用重機の燃料として軽油を
補給するなど、復興支援に従事いたしました。

2016年4月 熊本地震
ご契約先様からの要請による燃料供給をおこなう一方、資源エネルギー庁からの要請を
受け、福岡・熊本の備蓄拠点にタンクローリー14台（大型・小型）を動員し、24時間体
制で燃料供給を実施いたしました。

2019年9月 台風15号/19号（房総半島台風）
関東地方に暴風雨による被害をもたらした台風15号、19号。特に千葉県房総半島に大きな被害を
もたらしました。通信キャリア3社、放送局様からの出動要請を受け、現地の信号機が全く作動
しない中、現地に燃料を供給いたしました。

2021年7月 伊豆山土砂災害
熱海市伊豆山での土砂災害に関連し、契約先様からの要請を受け、約1週間の間、移動
基地局車に対する燃料供給を実施いたしました。

2022年1月 首都圏での大雪
東京都心で4年ぶりの大雪。高速道路上で車が立ち往生。契約先からの要請により、高
速道路上で立ち往生した車へのガソリンを供給し、通行止めの解消に貢献しました。



2024年１月能登半島地震対応



BCPとは



ＢＣＰとは

Ｂ C Pusiness ontinuity lan

事業（業務） 継続 計画



ＢＣＰがないと

【BCPがないとき】

【BCPがあるとき】

ＢＣＰ未策定 ＢＣＰ対策
未実施

ＢＣＰ策定済 ＢＣＰ対策
実施済

災害発生!

被害進行 対策組織編制
早期復旧

ＢＣＰ未策定
判断・対応の遅れ
被害拡大

業務復元・再開

断片的な復旧
再開遅延

業務停止

停止業務

平常業務

平常業務 平常業務
継続業務



防災との違い

BCP≠防災



BCPの範囲

南海トラフだけを
想定すると
思考停止に陥る



BCPの範囲

業務継続が困難になる原因

・停電、断水
・建物被害（浸水、損傷）
・通信停止
・システム停止
・職員不足

これらを引き起こす原因は巨大地震だけではない



風水害ＢＣＰの特徴

風水害は予測できる



BCPの構成



ＢＣＰの構成

PHASE

1 目的設定 経営理念や基本方針を振り返り、何を守るべきが目標設定する。

PHASE

2 現状確認 施設の立地リスクや設備の状況を把握する。

PHASE

3 優先業務と
リスクの洗い出し

災害時、事業を継続にするにあたって優先すべき業務を洗い出し、
選ばれた業務を行うためのリスクを把握する。

PHASE

4 具体策の決定 誰が指揮を執り、だれがその指示を受けて実際に行動するのか等の
緊急対応体制を構築する。



ＢＣＰの構成



PHASE１ 目的設定



PHASE１ 目的設定

・病院の基本方針 ・BCPの目的



PHASE２ 現状確認



PHASE２ 現状確認

ハザードマップによる立地リスク確認

自治体発行ハザードマップ 重ねるハザードマップ

https://disaportal.gsi.go.jp/maps/



PHASE２ 現状確認

２.電気

３.水（医療・生活用水）

４.ガス

１.建物

７.通信・システム

６.医薬品

８.トイレ

５.飲料水・食糧

９.職員



チェックリストを用いて現状把握してみましょう

PHASE２ 現状確認



PHASE２ 現状確認



PHASE２ 現状確認

EMIS（広域災害救急医療情報システム）への入力
例：施設用水に関する施設情報 ≪例：非常用発電機に関する施設情報≫

災害時に行政から迅速な支援を受けることが
できるように事前入力しておきましょう！



PHASE３優先業務と
リスクの洗い出し



PHASE３優先業務とリスクの洗い出し

・入院患者・在宅患者のケア維持・避難誘導
・外来患者の帰宅支援
・災害時トリアージ

・リハビリテーション
・通常外来
・相談業務

継続しなければいけない業務

停止してもよい業務



PHASE３優先業務とリスクの洗い出し

・被害状況確認、代替手段起動
・患者（入院・外来・在宅）の安否確認
・職員の安否確認・参集（就業中・非番）
・EMISへの入力

業務継続手段



PHASE３優先業務とリスクの洗い出し

優先業務の選定



PHASE３優先業務とリスクの洗い出し

リスクの洗い出し



PHASE４ 具体策の決定



PHASE４ 具体策の決定



PHASE４ 具体策の決定



PHASE４ 具体策の決定

行動計画



PHASE４ 具体策の決定



BCP訓練



継続的な改善

災害時に使えるBCPにするために
BCP策定

教育・訓練

訓練結果評価

BCP改定

年1回の訓練・BCP見直しが必要です。



机上訓練

事前にシナリオを決定し、会議室などで災害対策メンバーを集め、
机上で想定される状況を話し合いながら対策を考える訓練です。

20時、震度６弱の地震が発生し、公共交通機関は一定期間停止、施設は停電状態、ガスの供給も停止、水道は無事、とい
う状況でどのように対応しますか？

大型台風の直撃により施設1F部分が浸水。デイサービスフロア及び調理室が使用不可になるとともに、事務所のパソコン
も危険な状態になりつつある状況でどのように対応しますか？



防災・BCPに関わるあらゆる課題解決に向けてご提案させていただきます。
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